






要約:昭和60年からの3年間に国立小児病院に入院した外科的新生児44例を対象に出生前

診断の状況を調査した。出生前超音波検査は 25例(57％)に行われ、その適応はルチーン検

査が 80%を占め、初回検査時期は 20～29 週が 56%であった。異常発見率はルチーン検査で

35%、妊娠経過の異常を適応とした 3 例では 100%であった。正診率は、水腎症を除き上部

消化管閉塞の 38%が最も高く、出生前検査の施行率を含め設立母体やレベルの異なる産科

施設を合わせた総合的状況と考えられた。 


